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三
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上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
「
教
育
研

修
」
が
、
研
修
セ
ン
タ
ー
開
設
以
来
発
行
を
重

ね
、
本
号
を
も
っ
て
節
目
と
な
る
第
一
〇
〇
号

の
発
刊
と
な
り
、
大
変
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ

る
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
管
内
教
育
振
興

の
羅
針
盤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
通
り
、
当
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
管

内
教
育
振
興
の
た
め
、
教
職
員
の
研
修
機
会
の

保
持
を
目
指
し
、
関
係
す
る
皆
様
方
の
大
き
な

期
待
と
熱
い
思
い
を
こ
め
、昭
和
四
十
八
年
に
、

管
内
全
市
町
村
が
協
力
し
設
立
し
た
研
修
機
関

で
あ
り
、
本
年
、
開
設
三
十
五
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、「
三
年
に
一
度
は
」を
合
い
言
葉
に
、

毎
年
、
ほ
ぼ
千
人
を
超
え
る
教
職
員
が
当
研
修

セ
ン
タ
ー
で
資
質
向
上
に
努
め
ら
れ
、
教
職
員

は
も
と
よ
り
、
関
係
す
る
皆
様
方
の
研
修
に
か

け
る
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
が
、
現
在
も
脈
々
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
う
れ
し
い

限
り
で
す
。

　

現
在
、
国
を
あ
げ
て
教
育
改
革
が
推
進
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
時
を
超
え
、
教
育
の
成
果
は
、

そ
の
直
接
の
担
い
手
で
あ
る
教
職
員
の
資
質
向

上
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

管
内
の
教
職
員
の
皆
様
に
は
、
教
育
改
革
の

ね
ら
い
を
達
成
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
日
々
、
自
己
研
鑽
に
努
め
ら
れ
ま

す
よ
う
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
私
ど
も
、
セ
ン
タ
ー
組
合

は
、
管
内
の
市
町
村
長
、
各
教
育
委
員
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
の
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
条
件
の
整
備
に
努
め
、

教
職
員
の
皆
様
の
充
実
し
た
研
修
の
場
と
な
る

よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
研
修
セ
ン
タ
ー
が
、「
試
そ
う
上
川
の
力

で
」「
創
ろ
う
上
川
の
力
で
」「
生
か
そ
う
上
川

の
力
を
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
通
り
、
今

後
と
も
、
教
職
員
の
研
修
は
も
と
よ
り
、
管
内

教
育
振
興
の
中
核
的
な
役
割
を
担
え
る
よ
う
、

皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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全
国
教
育
研
究
所
連
盟

教
育
課
題
研
究
協
議
会
旭
川
大
会

　

九
月
十
八
・
十
九
日
の
両
日
、「
教
員
の
資
質

向
上
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
全
国
教
育

研
究
所
連
盟
教
育
課
題
研
究
協
議
会
旭
川
大
会

が
、
今
年
度
の
北
海
道
教
育
研
究
所
連
盟
発
表

大
会
も
兼
ね
て
、
旭
川
市
大
雪
ク
リ
ス
タ
ル

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

が
主
管
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
や
国
立
教
育
政
策
研
究
所
、
北

海
道
教
育
大
学
旭
川
校
、
北
海
道
立
教
育
研
究

所
か
ら
合
わ
せ
て
九
名
の
講
師
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。
ま
た
、
道
内
か
ら
は
三
十
一
の
研
修
セ

ン
タ
ー
等
か
ら
、
道
外
で
は
北
は
青
森
か
ら
南

は
沖
縄
ま
で
三
十
五
の
研
修
セ
ン
タ
ー
等
か
ら

合
わ
せ
て
一
七
〇
余
名
が
参
集
し
、
教
員
の
資

質
向
上
を
図
る
校
内
研
修
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
熱
心
に
協
議
を
重
ね
、
実
り
の
多
い
研
究
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
研
修
セ
ン
タ
ー
が
、
全
国
的
な
研
究
大
会

を
運
営
し
、
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
管
内
教

育
の
振
興
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
研
究
大
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
講
演
内
容
や
分
科
会
の
資
料
等
は
当
研

修
セ
ン
タ
ー
で
保
存
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

依
頼
が
あ
れ
ば
詳
細
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

○基調講演  「教員の資質を確保するために」
講師

文部科学省大臣官房（初等中等教育局担当）審議官　　　　前　　川　　喜　　平

○シンポジウム　テーマ　「新教育基本法における教員の資質向上策」
シンポジスト 

文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課　　　　 専門官　大　川　晃　平

文部科学省初等中等教育局教職員課　　　　　　　　 課長補佐　山　田　泰　造

北海道教育大学旭川校　　　　　　　　　　　　　　　　 教授　矢　野　敏　文

北海道立教育研究所教育開発部　　　　　　　　　　　　 部長　川　上      典

コーディネーター

　国立教育政策研究所　　　　　　　　　　　　　　 総括研究官　千々布　敏　弥

○分科会   

第一分科会：「学校に応じた校内研修の工夫」

〔発表１〕新潟県立教育センター教育支援課教育研究班指導主事　桑　原　哲　朗

〔発表２〕広島市教育センター研修 1部　　　　　　　指導主事　島　本　圭　子

〔発表３〕北海道教育研究所連盟　　　　　　共同研究推進委員　長　澤　孝　次

【助　言】国立教育政策研究所　　　　　　　  教育課程調査官　宇　田　　　茂

第二分科会：「教員の専門性を伸ばす研修の工夫」

〔発表１〕香川県教育センター研究開発課    　  主任指導主事　濵　﨑  良　重

〔発表２〕横浜市教育センター研究研修指導課　　　　指導主事　田　中　昌　彦

〔発表３〕兵庫県立教育研修所義務教育研修課　　　　指導主事　道　前　弘　志

〔発表４〕岐阜県総合教育センター                センター長　佐々木　信　雄

【助　言】国立教育政策研究所　　　　　　　　    総括研究官　千々布　敏　弥

開会式では前川審議官からご祝辞をいただきました ４名のシンポジストによるシンポジウムの様子
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【研究主題】

【単元(題材)構成の工夫について】

研究協力校の授業実践

期 日 研究協力校 教 科 期 日 研究協力校 教 科
10月29日(水) 旭 川 市 立 永 山 西 小 ６年算数 10月30日(木) 旭 川 市 立 春 光 小 ２年音楽
11月13日(木) 旭 川 市 立 北 星 中 １年英語 11月20日(木) 旭 川 市 立 永 山 小 ２年国語
11月21日(金) 旭 川 市 立 東 五 条 小 １年算数

研究員の授業実践

期 日 研究協力校 教 科 期 日 研究協力校 教 科
６月23日(月) 旭 川 市 立 新 富 小 ２年国語 10月 1日(木) 東神楽町立東神楽小 ４年国語

※平成21年２月17日(火)に，センター発表会において研究実践の報告をします。

思考力・判断力・表現力等をはぐくむ
学習指導の在り方 ～１年次～

「探究」の過程

知識・技能

思考力・判断力

・表現力等

習得と活用Ａのバランスを図った学習活動の展開

知識・技能
思考力・判断力・

表現力等

基礎的・基本的な知識・技能の習得を図る学習活動とこ

れらの知識・技能の活用を図る学習活動を相互に関連させ

ながら位置付け，児童生徒が知識・技能や思考力・判断力

・表現力等を身に付ける学習過程(１単位時間，もしくは

その連続)。

習得
基礎的・基本的

な知識・技能の

習得を図る学習

活動

活用Ａ
基礎的・基本的

な知識・技能の

活用を図る学習

活動

「習得・活用Ａ」の過程

知識・技能

思 考 力 ・

判 断 力 ・

表現力等

単元(題材)を通して身に付け
た複数の知識・技能から，必要
なものを選択したり，互いに関
連付けたりしてそれらの知識・
技能を活用し，思考力・判断力
・表現力等を高める学習過程
(１単位時間，もしくはその連
続)。

「活用Ｂ」の過程

新学習指導要領解説の内容を踏まえ，研究のねらいをより焦点化したことにより，年度はじ
めにお知らせした研究主題を変更しました。

今回のセンター便りでは，研究内容の単元(題材)構成の工夫についてご紹介いたします。

総合的な学習の時間
を中心として行われ
る，教科等の枠を超え
た横断的・総合的な課
題について各教科等で
習得した知識・技能を
相互に関連付けながら
解決するといった探究
活動を位置付け，知識
・技能や思考力・判断
力・表現力等，学習意
欲を調和的に定着・育
成する学習過程(１単位
時間，もしくはその連
続)。

※「活用Ａ」は，基本的に
１単位時間の授業中に身
に付ける知識・技能の活
用を図る学習活動(学習の
場面)とおさえている。
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２　情報処理研修講座について
 　13次のパソコン実技講座の中で新設を

望むものについて

情報保護（セキュリティ）講座…　29％

校務の効率化を進める講座　　…　14％

 　パソコン実技講座に対する要望につい

て

○ 情報管理意識の高揚とセキュリティに

関する講座の開設

○ パソコンによる通知表等の作り方，活

用，管理についての情報や交流

○職場でのネットワーク構築の基礎講座

○ 一元的管理と活用方法の講座（実務の

効率化に向けたデータベース集やワー

クシート集など）

○各学校への出前講座

○ 授業の中での効果的なパソコン活用，

具体的な実践例の提示・交流の講座

 【第13次研修事業計画に向けて】

・  「情報保護（セキュリティ）講座」などに関心が高く，年齢，経験などに応じた講座を望む声も

あることから，講座の内容面で検討します。

・  「校務処理の講座」等，実際の校務や実務に直結した講座を望む声と，「ICT 活用の安全活用教育」

などの情報モラルの研修講座を望む声があることから，内容面を検討します。

・出前講座を望む声もあることから，小規模な形での講座を検討します。

３　これからのセンターへの期待と要望
○地元の大学，教育大学旭川校との連携の継続

○ 学校関係だけではなく，異業種の方（経済界，ＮＰＯ，サービス業など）が講師となるような講座

の開設

○小中の連携と交流を図ること

○講座開設について学校行事の時期をなるべく外すこと

○上川の研究の中心となっての事業推進，若い教員が即，実践できる研究

○理論と実践に根ざした情報発信

４　その他の要望
○第２研修室の展示コーナー，書籍等の一層の充実

○駐車場を増設

○センターのＨＰを充実

○上教研などとタイアップする出前講座の活用

　市内小中学校，管内小中学校，各市町村教育委員会，各市町村立幼稚園，合計254施設に対してのアンケー

ト調査，さらには，講座を受講していただいた皆様から寄せられた貴重なご意見をもとに，基本構想を作

成しています。

　講座日程の組み方や講座の具体的な内容など細部につきましては，今後更に検討を重ねて決定させてい

ただきます。

0 5 10 15

学級通信の作成

教材用プレゼン作成

初心者向け講座

情報保護（セキュリティ）

ＥＸＣＥＬマクロ講座

メディアリテラシー

ＩＣＴ活用の安全活用教育

音データの処理講座

校務効率化講座

授業での活用法

合計

Ⅳ（２）新設を希望する講座 割合

人数
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第13次研修事業策定に当たって

　上川教育研修センターでは，来年度から第13次の３ヵ年研修事業がスタートいたします。更なる研修の

充実を図るために，市内小中学校，管内小中学校，各市町村教育委員会，各市町村立幼稚園，合計254施

設に対してアンケート調査を実施いたしました。多くの皆様（137施設の回答，回収率54％）から貴重な

ご意見をいただきました。ここに深く感謝申し上げます。

　「センターだより」の紙面で，アンケート結果の概要をお知らせいたします。また，その結果を参考に，

第13次研修事業計画策定の基本的な考え方をまとめましたので掲載します。

　なお，○のご意見につきましては，皆様のアンケートから抜粋させていただきました。

１　研修講座について
　13次計画で重視すべき考え方について

①小・中合同の講座開設　  　　19％

②日程の分離開催の講座開設　　26％

③長期休業中の講座開設　  　　20％

④「出前講座」の開設      　　24％

⑤「文化講座」の開設      　　10％

　研修講座の開催時期・日程の要望について

○課業日以外での講座の充実（小規模校を中心として）

○一日日程の講座等，より参加しやすい日程

○長期休業中の講座の充実（通常勤務のときは参加が難しい場合もあるので）

○開設講座の基本的な考え方の中の「二日連続ではなく，分離で」という考え方の継続

  

　研修事業内容に関する要望について

○一般教員の危機管理（保護者対応）の講座の新設

○企業経営者やその道のプロの講話

○授業参観を中心とした講座設定

○教職員の経験年数やニーズを踏まえたコース別講座の多様化（基礎編～応用編）

 【第13次研修事業計画に向けて】

・ 13次計画で特に重視すべき基本的な考え方については，「日程の分離開催の講座の開設」「出前講

座の新設」を望む声が多いことから，出前講座の充実を図るとともに，分離開催を行う講座につ

いて検討します。

・ 研修講座の開催時期・日程について，「一日日程の講座」「長期休業中の講座」等 ，課業日以外で

の講座の充実を望む声が多いことから，「二日日程」を基本としながら，「一日日程」の講座等，

参加しやすい研修講座の開設に向けて検討します。

・ 研修事業全般について，「危機管理（保護者対応）」等，今日的課題に対する講座の新設や民間講

師の講話を聞く機会の設定を望む声が多いことから，各講座の講師選定に関わって，幅広く検討

します。

0 50 100 150 200 250 300

①

②

③

④

⑤

合計

Ⅰ（１）講座策定に当たり重視すべきこと

割合

人数
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「
確
か
な
学
力
」
を
身
に
付
け

さ
せ
る
た
め
の
研
修
講
座

―
 

受
講
者
の
声
か
ら ―

研

修

講

座

寸
描 
そ
の
２

　

「
学
校
図
書
館
が
変
わ
れ
ば
、
学
校

教
育
が
変
わ
る
」
と
い
う
言
葉
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
学
校
図
書
館
が
も

つ
「
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
役

割
を
作
る
の
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
で
す
が
、
生
徒
に
も
教
師
に
も
役
立

つ
図
書
館
作
り
に
務
め
た
い
で
す
。

（
旭
川
市
立
明
星
中
学
校　
　
　

鈴
木
め
ぐ
み
）

森田講師による学校図書館改善の視点についての講義

　

新
任
教
頭
二
十
一
名
が
受
講
。
株
式

会
社
太
田
硝
子
店
代
表
取
締
役
会
長
、

東
川
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
、

管
内
・
市
内
校
長
に
よ
る
講
話
、
説
明

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
視
点
か
ら

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
危
機
管

理
」
に
関
す
る
事
例
研
究
や
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
「
学
校
の
活
性
化
を
目

指
し
た
学
校
経
営
の
在
り
方
」
に
つ
い

て
の
討
議
で
は
、
熱
心
な
研
究
協
議
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

うさぎの抱き方の指導（朝日小）

「学校の活性化を目指した学校経営の在り方」についてのグループ討議

　

各
校
で
の
実
践
内
容
、
授
業
の
実
際

等
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
授

業
計
画
や
、
指
導
を
し
て
い
く
上
で
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。二
日
目
は
、

研
究
授
業
や
旭
山
動
物
園
で
の
実
習
を

通
じ
て
体
験
学
習
の
重
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　

（
旭
川
市
立
大
有
小
学
校　

張
山
和
貴
子
）

色など，覚えた英語を友だちと一緒に楽しく活動しながら歌や動
作などで表現している様子（北鎮小）

８　学校図書館経営　６/18

　

新
学
習
指
導
要
領
の
解
釈
、
読
み
取

り
、
移
行
期
の
対
応
を
新
た
な
視
点
か

ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
演
習

で
は
ゲ
ー
ム
を
行
う
中
で
の
細
か
な
配

慮
、
気
づ
か
い
を
講
師
の
方
の
中
か
ら

見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感

じ
た
こ
と
を
、
本
校
の
も
の
に
し
て
い

き
ま
す
。

（
旭
川
市
立
旭
川
小
学
校　

小
玉
智
生
）

９　小学校英語活動　６/18

10　学校経営Ⅱ　６/23・24

11　生活科指導　６/25・26



上川教育研修センターだより
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今
、
三
・
四
年
生
の
担
任
を
持
っ
て

い
ま
す
。
複
式
に
つ
い
て
学
ん
だ
の
は

初
め
て
で
、
大
変
有
意
義
な
も
の
で
し

た
。「
子
ど
も
一
人
一
人
を
見
る
こ
と
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
持
た
せ
方
」

こ
の
二
つ
を
心
が
け
明
日
か
ら
の
指
導

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

（
富
良
野
市
立
東
小
学
校　吉

川
和
江
）

学習リーダーを中心とした自力解決をめざす複式
授業（美進小）

　

た
く
さ
ん
の
書
物
の
紹
介
を
ま
じ
え
な
が

ら
、
読
書
指
導
の
現
状
と
課
題
な
ど
理
論
的
な

部
分
と
、
ブ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
、
読
書
会
な
ど
実

技
的
な
部
分
が
あ
り
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容

で
し
た
。
特
に
「
ブ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
」
の
手
法

は
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
読
書
活
動
を
促

す
素
晴
ら
し
い
方
法
だ
と
感
じ
、
学
校
に
戻
っ

て
す
ぐ
に
実
践
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
御
指

導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

（
士
別
市
立
糸
魚
小
学
校

　
　

佐
々
木
き
み
よ
）

「物づくり体験」でのフォトスタンドの製作（東海大学芸術工学部）

国語の授業で友達から紹介された本を探している様子（北光小）

　

調
理
実
習
の
内
容
、
家
庭
科
教
育
の
資
料
共

に
豊
富
で
大
変
驚
き
ま
し
た
。
実
習
で
は
講
師

の
先
生
方
の
細
や
か
な
ご
配
慮
や
気
さ
く
な
お

話
か
ら
指
導
の
在
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
し
、
研
究
協
議
と
実
践
交
流
で
は
今
後
授

業
で
活
用
で
き
る
よ
う
な
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、楽
し
く
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
上
士
別
中
学
校　

西
川
和
美
）

調理実習でのプリンづくり（東陽中）

17　

学
校
経
営
Ⅲ　

７
／
30
・
31　

12　複式教育　７/２・３

　

講
話
・
提
言
・
研
究
協
議
の
他
、
見
学
や
実

習
な
ど
、
多
様
な
内
容
で
充
実
し
た
講
座
で
し

た
。
講
師
の
方
た
ち
の
的
確
な
助
言
と
各
学
校

で
実
践
を
重
ね
て
い
る
教
頭
先
生
た
ち
の
熱
意

に
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
二
日
間
で
し
た
。
自

校
を
離
れ
、
貴
重
な
自
己
研
鑽
の
場
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
北
光
小
学
校　

中
谷
扶
美
子
）

18　

読
書
活
動　

７
／
31　

　

新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
理
解
が

深
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実
技
で
は
補

助
の
仕
方
や
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
自
ら

体
験
し
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
き
、
す

ぐ
に
実
践
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
御
指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　

（
旭
川
市
立
愛
宕
小
学
校

　
　

鈴
木
あ
き
り
）

「器械運動」における指導のポイントにつ
いて実技を通して学んでいる様子（永山中）

21　体育科実技　８/７

20　

家
庭
科
実
技　

８
／
４　
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講
義
、
実
技
を
通
し
て
、
書
写
指
導

の
現
状
や
具
体
的
な
指
導
法
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
場
面
指

導
の
様
子
は
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
御
指
導
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
美
瑛
町
立
美
進
小
学
校　

滝
沢
智
朗
）

　

作
品
制
作
の
実
際
、
授
業
実
践
に
役

立
つ
ね
ら
い
の
構
築
、
作
品
鑑
賞
や
評

価
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
現
場
に
そ
の
ま

ま
活
用
で
き
る
、
充
実
し
た
実
技
研
修

で
し
た
。
講
師
の
先
生
方
に
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
大
変
丁
寧

に
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　
　

（
愛
別
町
立
愛
別
中
学
校

　

奈
良
祐
明
）

　

実
技
研
修
で
は
、
発
声
の
基
本
を
自

然
に
身
に
付
け
ら
れ
る
練
習
方
法
や
、

楽
し
い
手
遊
び
を
取
り
入
れ
た
歌
な

ど
、
明
日
か
ら
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
も

の
ば
か
り
で
大
変
有
意
義
な
研
修
で
し

た
。
汗
を
か
き
な
が
ら
楽
し
く
活
動
が

で
き
と
っ
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
小
学
校

　

甲
斐
由
絵
）

「ジェットコースター」という曲の速さ，強さを感じながら自分たちで工夫しながらリズミカルに歌っている様子（大町小）

作品の評価のポイントについて熱心に討議をしている様子（永山中）

24　音楽科実技　８/28

「基本的な筆使いと文字の組み立て方」等，実技を通して学んでいる様子（神居東小）

22　書写実技　８/11

23　造形実技　８/11

　

２
日
間
の
講
義
、
演
習
は
大
変
参
考

に
な
る
も
の
で
し
た
。
特
に
人
間
関
係

を
豊
か
に
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
教
育
的
な
視
点
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
の
先
生

方
に
大
変
感
謝
し
ま
す
。

（
富
良
野
市
立
富
良
野
東
中
学
校

　
　

宇
田
顕
人
）

コミュニケーショントレーニングに熱心に取り組む様子

25　社会教育　９/24・25



上川教育研修センターだより
（９）

　

新
卒
三
年
目
を
む
か
え
、
学
級
経
営

が
う
ま
く
い
か
ず
、
悩
む
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
講
座
を

受
け
、
困
り
感
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
指

導
の
手
立
て
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
指
導
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
旭
川
市
立
東
町
小
学
校　

西
原　

蘭
）

「通常学級における特別な教育的支援が必要な児童への支援のあり方」について事例などを中心に交流している様子（東町小）

　

発
達
障
害
の
理
解
と
対
応
に
つ
い

て
、実
体
験
を
元
に
お
話
し
い
た
だ
き
、

今
後
の
学
校
運
営
に
役
立
つ
大
変
有
意

義
な
も
の
で
し
た
。
生
徒
と
の
関
わ
り

方
、
支
援
の
仕
方
で
、
新
た
な
視
点
を

持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
貴
重
な
お

話
を
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
旭
川
市
立
神
居
中
学
校　

三
浦　

潤
）

「発達障害の理解と対応」について，支援事例などを紹介していただきながら学んでいる様子（神居中）

　

パ
ソ
コ
ン
出
前
講
座
、
遠
路
蘭
留
ま

で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
エ
ク
セ
ル
２
０
０
７

に
つ
い
て
の
良
さ
を
実
践
を
通
し
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

（
比
布
町
立
蘭
留
小
学
校

　
　

坂
本
富
貴
彦
）

エクセル２００７について実習している様子（蘭留小）

　

本
校
の
会
議
室
を
会
場
に
、
通
常
学

級
に
お
け
る
具
体
的
な
支
援
を
中
心
と

し
て
、
子
ど
も
の
姿
が
見
え
て
く
る
よ

う
な
、
わ
か
り
や
す
い
講
話
を
、
職
員

全
員
が
同
時
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、豊
富
な
資
料
を
い
た
だ
き
、

今
後
実
践
し
て
い
く
中
で
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

（
士
別
市
立
士
別
小
学
校

　

鍵
谷
三
代
江
）

「支援が必要な児童への理解と対応」について具体的なかかわり方を中心に学んでいる様子（士別小）

出前講座出前講座　特別支援教育（東町小） ６/16

出前講座出前講座　特別支援教育（神居中） ６/24 

出前講座出前講座　パソコン実技（蘭留小）６/30

出前講座出前講座　特別支援教育（士別小）７/18
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※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
70
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

発
行
日　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
一
日

発　

行　
　

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

〒
〇
七
〇―

〇
〇
三
六

　
　
　
　
　

旭
川
市
六
条
通
四
丁
目

　
　
　
　
　

電
話
（
〇
一
六
六
）
二
四―

二
五
〇
一

責
任
者　
　

安　

藤　

達　

雄

印
刷
所　
　

東
信
印
刷
株
式
会
社

「
カ
リ
ス
マ
英
語
教
師
」
の

飛
び
込
み
授
業
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
　
　
　

北
海
道
教
育
庁
上
川
教
育
局

　

義
務
教
育
指
導
班

　
　
　
　
　

指
導
主
事

田　

中　

孝　

二

　

　

「
今
日
の
失
敗
は
、
生
徒
を
的
確
に
理
解

し
て
い
な
い
私
の
責
任
。
授
業
は
、
教
師
と

生
徒
、
生
徒
同
士
に
よ
る
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
あ
る

と
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。」

　

こ
れ
は
、本
州
の
中
学
校
教
師（
当
時
）で
、

人
間
的
な
魅
力
に
も
溢
れ
全
国
的
に
多
く
の

フ
ァ
ン
を
も
つ「
英
語
教
育
界
の
カ
リ
ス
マ
」

Ｔ
氏
が
、
道
内
の
あ
る
中
学
校
で
飛
び
込
み

授
業
を
実
施
し
た
後
の
言
葉
で
す
。

　

こ
の
日
、
多
く
の
参
観
者
が
「
す
ご
い
授

業
」
を
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、
目
標
と

し
て
い
た
、
生
徒
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
及

び
表
現
の
能
力
は
終
始
高
ま
り
を
見
せ
る
こ

と
な
く
、授
業
は
終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
授
業
の
参
観
の
視
点
と
し
て

①
生
徒
の
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
ろ
う
と
す
る
態
度
を
高
め
る
た
め
の
教

師
の
か
か
わ
り
。
②
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し

た
内
容
を
基
に
自
己
表
現
を
行
う
た
め
の
活

動
の
工
夫
。の
二
点
を
設
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｔ
氏
の
授
業
は
、
生

徒
の
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
北
海

道
の
名
所
や
特
産
品
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
取
り
入
れ
た
教
材
及
び
言
語
活
動
を
通
し

て
、
教
師
と
生
徒
、
生
徒
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
と
と
も
に
、

既
習
の
表
現
を
駆
使
し
た
オ
ー
ル
・
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
で
授
業
を
進
め
、
生
徒
の
表
現
活

動
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
な
ど
、
今
、
求
め

ら
れ
て
い
る
外
国
語
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
が
随

所
に
見
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

  

研
究
協
議
に
お
い
て
、
こ
の
学
校
の
英
語

教
諭
が
、「
普
段
か
ら
、
生
徒
に
自
己
表
現

を
さ
せ
る
活
動
が
少
な
か
っ
た
」
こ
と
を
反

省
点
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

教
師
が
可
能
な
限
り
英
語
を
用
い
、
生
徒

が
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

よ
う
言
語
活
動
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
は
、
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
日
常
の
深
い

生
徒
理
解
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
教
師
と
生
徒

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
土
台
と
し

た
授
業
づ
く
り
の
大
切
さ
を
強
く
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て
、

外
国
語
を
運
用
す
る
能
力
及
び
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
態
度

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
を
、
参

観
者
の
誰
も
が
胸
に
刻
ん
だ
、
私
の
心
に
強

く
残
る
授
業
で
す
。

心
に
残
る
授
業

そ
の


　

小
学
校
英
語
に
お
け
る
基
本
的
な
原

理
・
原
則
を
要
点
を
お
さ
え
て
わ
か
り

や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
演
習
で
の
数
々
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
は
す
ぐ
に
授
業
に
役
立
つ
大
変

有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
丁
寧
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
旭
川
市
立
北
光
小
学
校　

小
谷
麻
実
）

出前講座出前講座　小学校英語（北光小） ９/４ 

　

英
語
活
動
の
現
状
、活
動
の
実
際
等
、

今
後
の
英
語
活
動
に
役
立
つ
大
変
有
意

義
な
も
の
で
し
た
。
と
り
わ
け
「
楽
し

む
」
こ
と
の
大
事
さ
を
改
め
て
学
び
ま

し
た
。
豊
富
な
資
料
で
わ
か
り
や
す
く

ご
指
導
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
愛
宕
東
小
学
校

　
　

宮
内
清
年
）

アクティビティーに取り組みながら指導のポイントについて学んでいる様子（愛宕東小）

出前講座出前講座　小学校英語（愛宕東小） 10/ ２ 

小学校英語活動の進め方等を学んでいる様子（北光小）


